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T正藻， l限毛謀， 双1版部， 珪藻，接合誌はイI1jれも顕微鋭的危徴主i l\~長剣である

が，続部.l!Ü\ilhi挺， 初予点， 紅謀は将~して大型のものが多い。然 し紘1~， tc誌
にも微*iHなものが少主主くない。ととで、はi14近!f;):K研究の盛んにたった]jk:謀及

び紘藻の微志illt.主ものについての研究及びそのl削¥-]について述べたいとJ目、 う。

徴主il¥菌類といえば古il¥菌類を始めとして鑓'JI:b菌，部菌剤，設子菌類，拾子菌

類勾;があるが，系統摩イt':JK見て品iI¥菌結!と諜球数，部商業nと紘誌類はその形態

及び生地法に於て制めて類似のぬli多く ，ある1主知に於ては色素の有無のぬli以

外でばl亙別 し特がたい場-令が少君主くない。イタ;1]えば]:~:誌は品il l1昼、i と 同じく核を有

せサコ二分裂によって主芸術ilし，共に胞子を作る弘11jに於ては全く 同様で'ただ'1!:f.:誌

に於ては，葉秘素，JMf.謀議，紅m素等の色素を合む見liのみが品川菌と異怒ってい

る。とのように微制~iが!と微制球!Jijl とは色素の有無の具It.り をと除いてはお1似

の思liが多いが現在までに人生に利用される出11に於ては前者は後者に比して格・

段の差がある。例えば微細菌剤についていえば，ス トレプマイシンのス トレ

プ トミセス菌，ペニシリンのぺエシリウムWJ，1:1本種のかうち菌，ビーJレの

酵母=菌~:rr;何れも 人生に深い開係があって立派友工業として大規訟に埼養され

ている。 ととろが微細部数については，今までに殆んど研究が進められて公

らや， 従って工業的に生産されて人生に利mされたも のは対んどたい。との

ように微制球葉県に附する研究がたくれた迎山の一つは誌が!はそのほ義に|捺し

て光線を照 して茨般同化を行わしめる必裂があるぬliでとのととは避だ簡単の

ようではあるが極めて大きな問題で例えば，研究室に於て大企の球体を得ょ

うとする場合ですら甚だ困難をl惑やる。まして工業的生産については，菌類

の場合に比して絡段の因調lーがi象恕される。

ととで・云いたいととは， とのように微制球制の研究及びその利mが困罪fhで

るってもとの剣の研究K~討する不断の努力が，今までに徴主11\菌類が人生に貢

献 していると同じ桂皮或いはそれ以上の成果を)!守・3l~我々にもたらすのではな
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かろう かというととである。とのよう友 ととは，賀際に研究を進めて見なけ

れば判ら主主いととであるが，今でもいい特られるととは決酸同化作用に関係

のあるfr¥柄で今後，我λとの研究を要するととが1出るとすれば，徴主m藻釘!が菌

類に優った研究材料となり作るととは111]違い君主い。例えば，最近各地で研究

の進められてい る「微生物による光合成の工業化」の問題は，との誌類の枠性

を手IJF1iした研究課題といい得られるo-:j，くに設IUlの使立」二，紋初!1:.紘誌に卸する

ChlorelIa について地ベチくに25中安素固定能を有するH}~誌についてた!!;ベる。

近頃外国雑誌に ChlorelIaに闘する記事が見交けられる。 1yljえば "Chlo-

relIa as a Source of Food" の虫nき題目マ，一寸考えると他に食)'IH乙主主

る杭物が揮はlあるのに何も Chlorella をわざわざ食わ左く てもとい う感じ

左抱かれるととと思 う。 ChlorelIa は淡水産の微前i1 t.í:雑誌で・大きさは 2~

~10μ 位，組めて丈夫で繁航力が強いととろから古くから生理型的の研究材

料に用いられて来た。仔lほば呼吸作rli，茨陵同化作用等の研究材料として賞

用されていたが， :l政近は次にのべるごーつの五1¥rllから之を食用に供する研究が

行われるようにたった。その第一の辺i!.rllは ChlorelIaは太陽のエネルギ{を

他の将l物に比して著しく有効に利用するとと ，銘二の到tE11は Chlorellaは蛋

白質及び!脂肪-の含有}~:が331需で・あるというと と にある。先年エ ュ ー ヨ ー クで

聞かれた米闘化製台第 75同年記念式典でハーパ{If大型z総長 J.B. CONANT 

博士は「太陽エネルギーは近い将来原子エネルギ{をしのぐ7さろう」 と聾明

してい るが，太陽からのエネルギーがー休どれ税地球にやって来るかという

と，東京附近では 1m2につき 1年聞に 1，500，000Calで るって，我々はと

の太陽エネルギーを利用するととに於ては ， 甚だ幼~'H~で能率がNl，i. く， 未だ全

く原始時代たると とを克れていない。 即ち我々は知w作物を杭え，作物が太

陽光線によって光合成を行い，その結果出来た牧礎物jを利用ナるのであるが

1m2の地而で 1í;lli ~1三に符られる牧磁物は持活 l ，300~2，OOO Calで るるので

1箇年間の日光照射 1，500，000Calに比すれば艇かに共の千分の一程度であ

る。我々は牧穫物の増牧をほかり ，太陽エネルギーの利用率左前めるととに

努力を重ねて来ているが，作物の増JIえによる利Jlj率の向上は現在に於てはそ

の制限に主主しているかに見え，放良の場合といえども，千分の五以下の程度で

ある。 ととに於て， lli近問題になって3\'~たのは従来の作物と全く 別研ーの単品ifI

胞子主知即ち rChlorellaJを太陽光線によって晴義 して， 太陽・エ ネルギ{の利

fI1~容を高め よ う とナる研究である。との研究については， アメリ カでは l玩に
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全図的主主綜合研究の準備委員令が結成され，シカゴ大息数授R.L. MEIER敬

授が幹事として大規枝元主祈動が刷始されている。日本はZ年ら，徳川生物事研

究所の悶宮岡敬授によって研究が匙められている。アメリカに於て;最初に

Chlorellaが食料問題のま:.rpx?tとたった動機は 1944年にスタンフオ{ ド大製の

R. PRATT敬授が Chlorellaを多量崎務してその涼休から， ペニシ リンのよう

な抗菌性物質を:hlJl:Uし， とれにクロレ リン (Chlorellin)とい う名郡佐つけた

のに始まる。官験のす:-MMk，との物質の抗菌力がペユシ リンに上ヒベて弱かった

ので利mされるに至らなかったが，クロレ リン11111:1-'.の残物の分析を行って，

蕊休が蛋白質及びII行肪に7;?むと と を見 I:I~， した。その後， スグンフオ {lr大与L

の H.A. SPOEHR tI~l 土Id: Chlorellaをと極々 の培誌イ附LIーで士号接して， 予定素ib~[ を

豊7:?にすると蛋白質の合ii;ーが増え， 予長素を似と乏j伏態とするとII日肪の合主‘の増

加するととを見出した。蛋白質の故大合設は乾燥設に於て， 'tfに 88%にも注

し， )脂肪のそれは 86%にも:をしたので，ととに Chlorellaは蛋自費孤及び脂

肪資源、 として |止の注目 ~浴びるととになった。とのクロ レ ラ蛋白隠その成

分として人11klの柴誌に不可般のア ミノ限12却ーを含んでいるのみならや，lf( 

要主主ビタミン~J[をナベて含んで・いる。又脂肪は自動車のボディの塗料， 又は

石鹸の材料として灯犯包で，食料としての利用方而も研究されている。

Chlorella晴誌に闘する外国及び日本に於ける現JIたを並べると， Massachu-

setts州 Cambridge市 ArthurD. Litt1e litl:1'C於ては Polyethylenetubeをm
い， 3，000ガロンの多全開誌に成功

している。 1日に ]01j:f峠7えるという

高度の繁航率によってその生庄町も

近い将米に1吃燥jit]pondにつき 25

cent;f主j立に主主るというので・粧yjl¥U:.

の採算の取れる 日も泣いと考えられ

ている。との研究は米|或|の他I'C，英，

~!l\l， T足J， スエ {デン，ベネズエラな

ど各閣の感者・によって主任んに行われ 屋上に於ける Chlorellat事務弘前ー

Polyethylen巴tubeを)11ぃ3，000ガロ
ている。日本の研究も合めて各図の r 

ンの略援を行 う。

研筑成果が最近，カーネギ{研究所 (アメリカ A.D.Little祉に於て)

かられAlga1Culture"という題のモノグラフとして殻表された。その内界は

;j(くの如くである。
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我が図に於ては前記任l官数授及び協力者の野力によって ChlorelIaのマス

・カルチュアーの研究が進められている。最近は ChlorellaelliPsoideaを

刑い，培養液I'LHutner液及び ETA(Ethylene diamine tetra acetic acid) 

を添加するととに よって， 極めて良好た改育を見るととが!:H来た。すなわち

;情義国'fj1i1m空首り 1EI 10~20 gとい う従来の供以上の収率1，c母げ符た。あ

る埼義僚件では 1年間j1エーカーについて計算ナると 15tonの牧itとなりと

れを米の場合の1.8ton，大豆の0.5句nに比較すると蒋し く多いと とが解かる。

以上の如く ，ChlorelIaの量産及び涼IJmの研究が踏んに友ったが， 微志il l ~~~罫i

による光合成の工業化がが将来世間化の域に建ナるには，前[詮に幾多の問題

が残っているので，或る意味からは現在やっと研究が絹についたといい符ら

れる。然し，研究者も数多いとと故，泣い)1守米には何等かの見透しは刊られ

ると ととj目、う。

空中詫素固定を行う微生物は殆んどI星i抱'1に民し， 誌類iではわやかにm~誌に

認め られるに過ぎない。 EE誌に主 ~þl ~空素固定の能力のあるととについては，

PRINGSHEIM， MOLISCH， DREWES， ALLISON， DE 等が*iilï~討を含まね完全純粋

埼廷について詩明し，その後 BORTELS，FOGG， BURRIS @!'Fの探索固定能に陪l

ナる生翌H化事的研賓が行われている。

筆者・は昭和 16年以来， 南方部地域の7KITIからが1600の試がlを採集 して昼

中探索固定性車誌の分布を訪日jベ，10 ~立机の固定性斑誌を分両11 しずム その 1=1=1 の

回定能の弧いも の3t~n を京i il ßl;i を合まぬ純粋士号誌になし作たので， nlli旅とれ454

wA主張の!m射式♂ンク:1:1'f養袋ile (聖護活l研究令研究所に於て)
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主主 ~I'窒素|宣1 ).主総を有する礎部

Tolypothr'ix temlI8 
x200 ポルネオ産

空 ~I'議素|劃定能を有する 1~~浪

Anαbαenopsis sp. 
x200 スマトラ産

の藍諜について生llll化塁手 I~I '~研究を続けてきたが，一方応用的見地からとれ等

斑誌の水稲の生育に及l缶、す影響について質!除を行って3¥(た。質験に用いた!fllE

~':$はボ Jレネオの試が|ーから分両!Iー した Tolyρothrix tenuis，パラオの Calothrix

brevissima及びスマトラの Anabaenoρ'sissp. であ る。 之笥;の !fi1~誌を無安素

培養液(貸手二:燐酸カ11旦0.3g，硫般マグネシウム O.2g，境化カJレシウム O.05g，

境化笹~痕跡， 蒸i市'/71\. 1 R-)に培まをする と安筑中の遊古!I窒素を養分としてE15んに

生育ナる。 昔日室で、:Eflf氏250

Cで 2箇月増義して分析すると， それぞれ100cc

の培養液につき5.2l11g，3.4l11g， 2.1 l11g の進出!I~輩素を回定するととを認 め

アζ。

我が図の71¥.間の而t'tは約 300~'i!; IIIT歩あっ て， その ':1-' の 1/3，すなわち 100

前 I1ITil止は椋聞でdうる。とのi品 EFI はれんげJ!fiの~1~鼎菌によって輩素分の布n給が

でき友いので，幸三諜回定能のあるi!iお誌を利用して米の増牧の効果を得ょうと

いう わけであ る。 i筆者は Tolypothrix及び Calothrixを稲の水耕及びポッ

ト栽培に作用せしめて，その影響を調べた。ナ主主わち，昭和 1151三沓岩間植物

生珪i1イヒ恩z研究所(現柴山研究)列)の屋上でフ'1¥.lriI(1佳羽 132!iJJ~) の水耕栽培に使

ったとと ろ 3~うJl恨の も のに比べていすコれも草丈は高く，和(Jl&の増加するとと

が見られた。さらに1'1'杭土 (荒JII1'i'杭土)をつめたポ ット栽上告に沿いても同

様の結果を得た。との賀験結果は更に追試の必要を認めたが，戦時及びi出後

の諸般のj伏勢ほとの質験の檎紅iを許さなかった。 昭和 24年に主主り， 農林

省農業技術研究所の阻垣千jf-弘官及び高f:FI秀夫氏によっ てlli告もが行われ，

前 2fif(の臨蕊1，c接訴すると，稲の生育や窒素吸収量が1り1らかに増加すーるとと
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を認めた。尚回垣氏は韮筆素 N15をとmいた11験の結果 Tolypothrixの最高室

素固定金主は反首り 2.5kgであるととを推定した。

~(lC ITIlI場試験については， 農林省北陸農業試験場の小凶千賀三技官が試験

場構内のhll!f.劫で・各匝 6.25坪の 4W':!i1Jの試験設計で・賞験を行った。 I:J:I面水の

pH fil立を控える目的で炭カ Jレを反首り 60貫撒ギriナる匝も設けたが'J!l!験結果

は弐表の如くで、あった。

よγヱヱ|
望書!!~!

害時石灰
接'f;1!

石 }IFi. 
滋!!~!

接拘

11自手U25 &:p 

ワラ illl玄米盆

(l'U 石j

124.5 2.25 

125.9 2.29 

Ul4.8 2.37 

131.1 2.57 

日目手1126 &:p 

ワ ラ 霊 |玄米盆

Ci'U 石)

107.1 2.32 

105.2 2.24 

]24.2 2.58 

122.6 2.83 

との結果を見ると1If'l%U25!Olエ及び 26!O l三共に非l~石友のときはEfÆ誌の効果は認

められたいが石次を使うと，斑誌の影響が現われて玄米牧fllが封照に比べて

;増加l した。石次を依うと効]，I~の現われるととは ， 石次によって町商7Kの反I.~

が徴アノレカ リ 性と主主り ]il~~J~がよく繁殖するためと考えられる。

|市l場試験についてはとのほかに I~:I 閤，四囲農業試験場の平野俊技官が笠験

を行い Tolypothrixが稲に効果を及ぼナととを認めたが昭和 27年度以降は

農林省改良局の援JlJJの下に各地の主た造事試験場及び二，三の大串農J製部κ

於て比較的大規松に研究が進められた。尚叉，京都大壊の奥問京教授は麗藻

による地力増進の問題について十数名の協力者の共同の下に研究を進めてい

る。藍誌を7K.旧にl庇mナる研究は我が閣の創意なので，タト困に於ける文献は

なく，今後我が閣の農業|姻係の研究者の努力にml侍するととろが甚だ多い』

東蕊は昼中予算.素を7K.に熔ける化令物lC鐙化する能力を有するが，との化製援

化に要するエネJレギーは結j可，光合成を介して太陽のエネJレギ{が利用され

たのに他ならたい。資源に乏しい我が固に於て， 太陽エネJレギーを少 しでも

有効に利用する とい うととは有意義主主と とで，微市iU藻類の研究はとの見地か

らも今後大いに殻展さすべきものとj目、う。
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